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日頃より市の環境行政にご理解、ご協力を賜り誠にありがとうございます。 

市の環境政策の基本となる「東久留米市第二次環境基本計画」(平成 28 年４月策定)が令和７年

度末で計画期間を終了するため、現在、次期計画の策定にむけて取り組んでいます。 

このアンケートは、次期環境基本計画を策定するにあたり、市民の皆さまの声をお聞きして今後

の環境政策の方向性を検討し、次期計画に反映するために実施するものです。  

このアンケートは、市の住民基本台帳(令和６年７月 15日現在)に記載されている 18歳以上の方

から無作為に 2,000名の方をお選びし、お願いをしております。アンケートは無記名で実施し、お

答えいただいた意見・回答は統計的に処理し、個々の回答やプライバシーに関わる内容を公表す

ることは一切ございません。 

ご多忙のところ誠に恐縮ですが、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

令和６年８月 東久留米市長 富田 竜馬 

 

1． このアンケートは、封筒のあて名となっている【ご本人様】がお答えください。 

2． 回答は、選択肢の中からあてはまるものを選んで、アンケート回答用紙のその番号に

○をつけてください。 

※ 回答の中の「その他（具体的に   ）」に○をつけた場合は、（   ）内にでき

るだけ具体的に記述してください。 

3． 設問により、選択肢を 1つ選ぶものと複数選ぶものがあります。 

4． すべての設問にご回答くださいますようお願いします。 

5． 記入後は、９月 13日(金)までに、回答用紙のみを、同封の封筒によりご投函ください

（切手不要）。  

6． 回答は、郵送のほか、インターネットでも行えます。パソコン、スマートフォン等か

ら、以下のＵＲＬまたは２次元コードより、アクセスしてご回答ください。 

・回答送信後に、回答の修正、再回答を行うことはできません。 

・回答送信後に、郵送による回答を行わないよう、ご注意ください。 

・インターネット接続及びデータ通信に要する費用は、恐れ入りますが、 

ご回答者様のご負担となります。 

【 https://logoform.jp/form/985h/670915 】 

 

 

＝ この調査に関する問合せ先 ＝ 

東久留米市 環境安全部 環境政策課 計画調整係 

電話：042-470-7753（直通） / FAX：042-470-7809 

記入上のお願い 

～ 東久留米市次期環境基本計画策定に係る ～ 

【一般家庭編】 

https://logoform.jp/form/985h/670915
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あなたご自身のことについて、お伺いします。 該当するものを１つ選んでください。 

問１ あなたの性別はどちらですか。 

１ 男      ２ 女      ３ その他 

問２ 現在おいくつですか。 

１ 18～29歳   ２ 30～39歳   ３ 40～49歳   ４ 50～59歳 

５ 60～64歳   ６ 65～69歳   ７ 70～74歳   ８ 75歳以上 

問３ 職業を教えてください。 

１ 商・工・サービス業(商店・工場・建設業の個人経営者及びその家族従事者)  

２ 農林水産業 ３ 自由業(作家・画家・写真家・陶芸作家・開業医・弁護士など) 

４ 専門・技術職(医師・薬剤師・技師・研究者・教員・保育士など) 

５ 事務職(管理職・経理・営業など) 

６ 労務職(店員・工員・作業員・技能員・運転手など) 

７ パートタイム・アルバイト  ８ 専業主婦・主夫 

９ 学生   10 無職   11 その他(           ) 

問４ 家族構成はどれに該当しますか。 

１ 夫婦だけ    ２ 二世代(親と子)   ３ 三世代(親と子と孫) 

４ 単身      ５ その他(         ) 

問５ お住まいの形態はどれに該当しますか。 

１ 持ち家    ２ 借家(戸建て)    ３ 借家(アパート・マンション等) 

４ 公営住宅   ５ 社宅・寮      ６ その他(         ) 

問６ 市内での居住年数は何年になりますか。 

１ ５年未満     ２ ５～10年未満     ３ 10～15年未満 

４ 15～20年未満   ５ 20年以上       ６ 生まれてからずっと 

※「６ 生まれてからずっと」に該当する場合は、優先的に選択してください。 

問７ お住まいの地域はどちらですか。 

１ 第１ブロック （上の原、神宝町、金山町、氷川台） 

２ 第２ブロック （大門町、新川町２丁目、浅間町） 

３ 第３ブロック （東本町、新川町１丁目、本町） 

４ 第４ブロック （小山、幸町、下里１・７丁目、野火止、八幡町１丁目） 

５ 第５ブロック （中央町、前沢１・2丁目、八幡町 2・3丁目） 

６ 第６ブロック （学園町、ひばりが丘団地、南沢、南町） 

７ 第７ブロック （前沢３・４・５丁目、滝山、弥生） 

８ 第８ブロック （下里２・３・４・５・６丁目、柳窪） 

※このブロック分けは、市の都市計画マスタープランによるものです。 
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環境全般についてお伺います。 

問８ 関心のある環境問題について、あてはまるものをすべて選んでください。 

１ 地球環境問題（地球温暖化・気候変動・生物多様性・海洋プラスチック問題など） 

２ 環境汚染問題（大気・水・土壌などの環境汚染など） 

３ ごみ・資源問題（ごみの再資源化や減量化、適正処理などのごみ問題など） 

４ 身近な生物多様性問題（外来生物や有害鳥獣対策など） 

５ 身近な生活環境問題①（たばこ、空き缶などのポイ捨てや路上喫煙などのマナー） 

６ 身近な生活環境問題②（騒音・悪臭・ペットの飼い主のマナー・空き家問題など） 

７ 具体的にはない  ８ その他(                    ) 

問９ 日常生活における環境への配慮について、取り組んでいるものをすべて選んでくだ

さい。 

１ 生活排水を流したり、野生生物へのえさやりなどで川を汚さない 

２ 自動車の代わりに、徒歩・自転車・公共交通機関を利用する  

３ ごみの分別、リユース、リサイクルを心がける ４ 生ごみをたい肥化する 

５ 不法投棄やポイ捨てをしない   ６ 買物袋(エコバッグ)を持参する 

７ 野焼きを行わない  ８ 騒音やペットの飼育で近所迷惑をかけないようにする 

９ 自宅まわりや所有地を適切に管理する  10 具体的にはない 

11 その他(                            ) 

 

地球温暖化対策や省エネについてお伺います。 

問 10 あなたは、市が令和５年３月１日に「ゼロカーボンシティ宣言」を表明したことを知っ

ていましたか。 

１ 知っており、意味も理解している  ２ 知っているが、意味は分からなかった 

３ 知らなかったが、意味は理解できる  ４ 知らなかったし、意味も理解できない 

問 11 今起きている環境変化や生活への影響について、危惧しているものをすべて選ん

でください。 
１ ゲリラ豪雨の増加や台風の大型化による災害の激化 

２ 動植物の絶滅など生態系の変化 ３ 農作物や家畜への影響など生産性の低下 

４ その他環境変化（具体的に：                  ） 

５ 熱帯夜や猛暑日の増加  ６ 気候の変化による水不足 

７ 光熱費・生活費の高騰   

８ その他生活への影響（具体的に：                ） 

  ９  特に環境変化や生活への影響について危惧はしていない 

問 12 日常生活で温暖化防止や省エネに関する行動や取り組みとして、実施していること

をすべて選んでください。 

１ 日常的な節電・節水（適切な温度設定や使用時間、使用回数の削減など） 

２ 省エネ家電への買い替え      ３ 再エネ重視の電力会社やプランの切り替え 
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４ 太陽光・太陽熱システム等の設置   ５ 省エネ認定を受けた住宅に居住している 

６ 住宅の省エネリフォームを行った   ７ 電気自動車（PHV車含む）を保有している 

８ 太陽光発電と蓄電池もしくは V2H1によるエネルギー自給 

９ 具体的にはない   

10 その他（具体的に：                    ） 

問13 今後取り組みたい温暖化防止や省エネに関する行動として、あてはまるものをすべ

て選んでください。 

１ 日常的な節電・節水（適切な温度設定や使用時間、使用回数の削減など）を心がける 

２ 省エネ家電への買い替えを行う 

３ 再エネ重視の電力会社やプランの切り替えを行う 

４ 太陽光・太陽熱システム等の設置を行う ５ 省エネ認定を受けた住宅に居住する 

６ 住宅の省エネリフォームを行う  ７ 電気自動車（PHV車含む）を保有する 

８ 具体的にはない ９ その他（具体的に：                    ） 

問 14 あなたは市が地球温暖化や省エネに関してどのような対策を取るべきだと考えま

すか。あてはまるものを１つ選んでください。 

１ 地球温暖化・気候変動、省エネ、再エネに関する情報発信やセミナーなどの開催 

２ 光熱費削減と、省エネ・再エネ・電気自動車等導入に関する中立的相談窓口の設置 

３ 市内の再エネ発電と地域内での再エネ電気供給の推進 

４ 市の施設での省エネ・再エネ・電気自動車導入による早期ゼロエミッションの達成 

５ 省エネ機器導入、省エネリフォーム、再エネ導入の先進「モデル施設」への見学会実施 

６ 断熱新築・改修、電気自動車、太陽光・蓄電池・V2H設置などについての国・都・市の支援

制度の周知 

７ 再エネ乱開発防止・景観保全のための規制措置  ８ 具体的にはない 

９ その他（具体的に：                    ） 

問 15 東京都では、太陽光発電システムや蓄電池設備の導入、窓やドア・壁の高断熱化工

事、省エネ家電への買い替えに対するポイント付与など、脱炭素社会の実現にむけて、

さまざまな補助制度があることを知っていますか？また、それらの制度を利用した

ことはありますか。 

１ 知っており、利用もしている  ２ 知っているが、利用はしていない 

３ 知らなかったし、利用もしていない  ４ その他（           ） 

 

問 １６ その他ご意見などありましたら、アンケート回答用紙の自由意見欄に記載してくだ

さい。 

 

 

＊＊＊＊＊ ご協力ありがとうございました。 ＊＊＊＊＊ 

 
1 電気自動車やプラグインハイブリッド車の大容量バッテリーを家の電源として活用するシステム 


